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「政治とカネ」問題の根本解決策を提言としてまとめました。ひと言で言うと民

間企業や公益法人と同等の資金管理をすることです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

この提言は、経営者など有志からなる「民主主義を考える円卓会議」の提唱・

サポートを受けて、構想日本が専門家による「検討委員会」を設け、とりまとめ

たものです。 

 

提言のポイント 
●政党や政治団体は、企業や公益法人と同等の複式簿記に基づく
財務諸表を作成し、外部監査を受ける。 
●政治資金を他の政治団体に移転している政党や政治団体は、そ
の移転先の団体との連結財務諸表を作成し、外部監査を受ける。 
●政党や政治団体の財務諸表を監査する「内閣から独立した」政
治資金監査院（仮称）を設立する。 
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１．考え方 
カネのかからない政治を目指すにしても、政治活動には相応の資金が伴いま

す。ですから、個々の政治家や政治団体、ましてや寄付者や寄付金額を個別に

規制しても問題の解決になりません。政治資金全般について国民の納得を得ら

れる資金管理をすることが肝心なのです。そのためには民間企業や公益法人と

同等の会計ルールを適用し、財務諸表等を開示することが最適との結論にいた

りました。 

そうすることによって、政治団体、政治家の資金管理の不透明さが払拭され、

国民からの信頼の回復につながります。具体的には、以下のような政治資金規

正法改正などを行います。 
 

２．具体策 ―連結ベースの財務諸表と「政治資金監査院（仮称）」  

① 政党、国会議員関係政治団体及び一定額以上の資金の移転を行う政治団体

に、発生主義に基づく複式簿記を採用し、P/L、B/S など財務諸表の作成と

公開、外部監査を行うことを義務付ける。 

② 一定額以上の資金を政治団体に移転している政党、政治団体に、その移転

先の政治団体を被連結団体とする連結財務諸表の作成と公開、外部監査を

行うことを義務付ける。 

③ 内閣から独立した、政治団体の資金に関する財務諸表等を監査する「政治

資金監査院（仮称）」を新設し、政治団体の財務諸表等の適正性をチェック

する。 

 
３．期待される効果 
〇 企業会計という、既に確立し普遍的に使われている資金管理・情報開示シス

テムの導入によって、政党や政治団体の資金の状況を国民が納得できる形で

開示できるようになります。 

〇 民間企業や公益法人と同等の網羅性と体系性を備えた、分かりやすい開示制
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度を導入することは、政治資金の規律ある利用を促し、議員・政治家の立場

を守ることに繋がります。 

〇 一定期間を経れば、政治資金の流れの単純化と、政治資金利用における団体

と個人の区別が進みます。その結果、政治資金の課税上の扱いも国民や企業

と同等となり、その点でも国民の共感を得られるようになります。 

〇 資金管理を適切に行えば、政党ガバナンスの 8 割方は確立することができま

す。（残りの 2 割は「政党法」によって組織規定を行うことで成立すると考え

ます。） 

 
４．この提言にいたる経緯 

海外では当たり前ですが、日本でも政治に対して経済界・経営者も「言うべ

きことは言っていこう」という趣旨で、「民主主義を考える円卓会議」は 2016

年から様々な議論をしてきました。 

昨年来の「政治とカネ」の問題は、政策よりはるか以前の組織ガバナンスの

根本に関わることであり、民間ではありえないレベルのことです。そこで、円

卓会議の提唱・サポートのもと、本年６月より３名の専門家による「政党ガバ

ナンスを考える民間検討委員会*」を設け、構想日本でこの提言をとりまとめ

ました。 
*「政党ガバナンスを考える民間検討委員会」委員 
飯尾 潤 政策研究大学院教授 
角 紀代恵 立教大学名誉教授 
藤井 秀樹 京都大学名誉教授、金沢学院大学副学長 
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これらの解決策を具体的に法制化する改正法の「骨子」「要綱」は下記リンクからご覧い

ただけます。 

【骨子】 

https://www.kosonippon.org/wp-manager/wp-content/uploads/2024/10/02a0fc14d

cfe3786f2f9e0a180d4fd30.pdf 

 

【要綱】 

https://www.kosonippon.org/wp-manager/wp-content/uploads/2024/10/764cbadc1

daaea46af0ef2ce2bf19c11.pdf 

 

 

ホテルルポール麹町へのアクセス 
https://www.leport.jp/access/ 
 
構想日本記者会見 参加申込フォーム 
https://forms.gle/woM4Ace1Pp9Vgtot6 
 
 

 
お問合せ：構想日本（担当）石塚 （TEL）03-5275-5607（Mail）info@kosonippon.org 
 

 ★構想日本は独立・非営利の政策シンクタンクです。「民」の立場で政策提言及びその実現に向けた活動を行っています。 

https://www.kosonippon.org/wp-manager/wp-content/uploads/2024/10/02a0fc14dcfe3786f2f9e0a180d4fd30.pdf
https://www.kosonippon.org/wp-manager/wp-content/uploads/2024/10/02a0fc14dcfe3786f2f9e0a180d4fd30.pdf
https://www.kosonippon.org/wp-manager/wp-content/uploads/2024/10/764cbadc1daaea46af0ef2ce2bf19c11.pdf
https://www.kosonippon.org/wp-manager/wp-content/uploads/2024/10/764cbadc1daaea46af0ef2ce2bf19c11.pdf
https://www.leport.jp/access/
https://forms.gle/woM4Ace1Pp9Vgtot6

